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北
海
道
土
を
考
え
る
会
は
７
月
７
、
８

日
の
両
日
、
39
回
目
と
な
る
夏
期
研
修
会

を
開
催
し
た
。
北
海
道
の
６
月
は
記
録
的

な
曇
天
と
降
雨
で
夏
ら
し
い
日
が
な
か
っ

た
。
７
月
７
日
は
晴
れ
。
気
温
も
高
く
、

い
よ
い
よ
北
国
の
遅
い
夏
の
到
来
で
あ

る
。
絶
好
の
農
作
業
日
和
に
、
後
ろ
髪
を

引
か
れ
な
が
ら
も
、
全
道
各
地
の
農
業
者

が
こ
の
日
、
上
富
良
野
「
土
の
館
」
に
集

結
し
た
。
参
加
者
は
事
務
局
、
講
師
を
含

め
て
55
名
だ
っ
た
。

研
修
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
有
機
物

施
用
に
よ
る
持
続
型
農
業
に
つ
い
て
考
え

る
」
で
あ
る
。
某
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
テ
ー
マ
が
開
幕
を
知
ら
せ
、
長
門

茂
明
会
長
と
私
の
掛
け
合
い
で
開
会
を
宣

言
し
た
。

「
篤
農
家
と
掛
け
ま
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
と
説
き
ま
す
」

「
そ
の
心
は
、
知
力
（
地
力
）・
体
力
（
耐

力
）
抜
群
で
す
」

初
日
の
第
１
幕
は
「
有
機
物
施
用
に
よ

る
持
続
型
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題

し
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
玉
手
博
章
氏
（
道
央
支

部
）、
尾
形
恭
男
氏
（
中
央
支
部
）、
奥
山

和
徳
氏
（
十
勝
支
部
）、小
原
意
玲
氏
（
中

央
支
部
）、
佐
藤
博
志
氏
（
十
勝
支
部
）

の
５
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、

自
己
紹
介
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
て

い
る
土
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
た
。

長
門
会
長
の
巧
み
な
司
会
進
行
に
よ

り
、
５
名
の
土
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が

論
理
的
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
っ
た
。

堆
肥
へ
の
こ
だ
わ
り
、
緑
肥
の
選
び
方
、

緑
肥
す
き
込
み
の
耕
起
深
に
技
あ
り
!!　

５
名
の
す
き
込
む
方
法
と
、
そ
の
道
具
へ

の
愛
着
も
紹
介
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
も
積

極
的
な
質
問
や
意
見
が
多
く
、
と
く
に
緑

肥
に
つ
い
て
は
、
品
種
・
す
き
込
み
時
期

な
ど
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。
有
機
物
の
す

き
込
み
と
言
っ
て
も
、
個
性
の
出
る
技
術

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

第
２
幕
は
、緑
肥
の
す
き
込
み
作
業
を
、

ホ
ワ
イ
ト
農
場
で
実
際
に
や
っ
て
み
る
と

い
う
企
画
だ
。
つ
ま
り
、実
践
編
で
あ
る
。

実
証
区
は
、
緑
肥
の
立
毛
す
き
込
み
が

２
パ
タ
ー
ン
で
、
20
イ
ン
チ
４
連
の
プ
ラ

ウ
と
、２
段
耕
プ
ラ
ウ
を
使
用
し
た
。ま
た
、

緑
肥
を
チ
ョ
ッ
パ
ー
で
カ
ッ
ト
し
表
層
混

和
す
る
２
パ
タ
ー
ン
に
は
、
デ
ィ
ス
ク
と

ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
が
用
意
さ
れ
た
。
最
後

に
緑
肥
処
理
を
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
と
カ
ッ

ト
ロ
ー
タ
リ
ー
、
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
の

２
パ
タ
ー
ン
を
加
え
、
全
６
パ
タ
ー
ン
で

緑
肥
す
き
込
み
を
実
証
し
て
い
っ
た
。

解
説
員
は
引
き
続
き
、
長
門
会
長
と
私

が
務
め
た
。
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
青
空
教
室
の
よ
う
で
、
解
説
に
納

得
し
た
と
う
な
ず
く
人
、
日
ご
ろ
の
悩
み

を
質
問
し
て
解
決
す
る
人
、
積
極
的
に
考

え
方
を
述
べ
る
人
と
、大
い
に
賑
わ
っ
た
。

初
日
の
最
後
は
「
最
新
の
緑
肥
事
情
」

と
題
し
て
、雪
印
種
苗
㈱
の
藤
田
氏
よ
り
、

緑
肥
の
品
種
や
使
い
方
、
最
新
の
研
究
テ

ー
マ
を
中
心
に
小
１
時
間
の
講
習
会
が
行

な
わ
れ
た
。
と
く
に
緑
肥
が
病
原
の
低
減

に
つ
な
が
る
と
い
う
解
説
に
は
、
会
場
か

ら
も
積
極
的
な
質
問
が
あ
り
、
緑
肥
利
用

に
期
待
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
昨
今
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
は
抵
抗

性
品
種
の
作
付
け
以
外
に
対
策
が
な
い
こ

と
か
ら
、
緑
肥
の
効
果
に
も
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
連
作
な
ど
に
よ
る
病
害
に
悩

む
参
加
者
も
多
く
、
初
日
の
緑
肥
を
中
心

と
し
た「
有
機
物
施
用
の
土
づ
く
り
手
法
」

の
企
画
は
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
だ
っ
た
。

休
憩
を
挟
み
、
経
営
者
交
流
会
が
催
さ

れ
、
モ
ク
モ
ク
と
立
ち
上
る
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
煙
と
満
天
の
星
空
の
下
、
笑
い
声
が

夜
遅
く
ま
で
響
き
渡
っ
て
い
た
。

２
日
目
は
２
本
の
講
演
に
よ
る
勉
強
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
初
め
に
「
将
来
を
見
据

え
た
攻
め
の
農
業
～
海
外
か
ら
見
た
北
海

道
農
業
の
強
み
と
弱
み
～
」
と
題
し
て
、

北
海
道
農
政
事
務
所
の
佐
藤
雄
一
氏
よ
り

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
同
氏
の
話
を
聞
く

の
は
、
北
海
道
道
央
支
部
の
冬
期
研
修
会

に
続
い
て
２
回
目
だ
。
的
確
な
デ
ー
タ
を

示
し
、
北
海
道
農
業
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

▲

7月7、8日
　（北海道上富良野町）

2016年度
土を考える会夏期研修会

北海道ともにマイクを握った齊藤
義崇氏

司会進行を務めた長門茂明
会長

緑
肥
を
巧
み
に
利
用
す
る
土
づ
く
り

２
日
目
は
視
野
を
広
げ
る
勉
強
会

文／齊藤義崇
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私
た
ち
北
海
道
の
農
業
者
は
、「
北
海

道
は
農
業
王
国
で
あ
る
」
と
自
負
し
が
ち

で
あ
る
が
、
気
候
以
外
に
も
流
通
シ
ス
テ

ム
や
商
品
力
な
ど
の
弱
点
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
、
気
づ
き
を
与
え
ら
れ
た
よ
う

に
思
う
。
ま
た
講
演
の
な
か
で
気
に
な
っ

た
の
は
、
世
界
の
農
業
情
勢
だ
。
世
界
的

な
農
産
物
反
収
は
横
ば
い
と
の
見
通
し
だ

が
、
ア
ジ
ア
の
大
国
を
は
じ
め
、
人
口
増

に
よ
る
穀
物
需
要
が
増
加
し
、
世
界
的
な

食
料
不
足
は
間
近
に
迫
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
私
は
ど
の
作
物
で
あ
れ
、
よ
り
技
術

革
新
を
進
め
な
け
れ
ば
と
聞
き
入
っ
た
。

次
に
２
つ
目
の
講
演
と
し
て
農
研
機
構

東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
笹
原
和
哉
氏

よ
り
「
イ
タ
リ
ア
の
水
稲
直
播
経
営
か
ら

導
く
技
術
開
発
の
課
題
」
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
い
た
。
乾
直
人
（
乾
田
直
播
に

取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
た
ち
）
は
待
っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
の
真
剣
な
面
持
ち
に
な

っ
た
。
お
よ
そ
１
時
間
に
わ
た
っ
て
、
イ

タ
リ
ア
の
水
稲
直
播
の
歴
史
、
現
状
、
課

題
の
説
明
に
聞
き
入
っ
た
。

日
本
よ
り
早
く
水
稲
直
播
の
経
営
・
技

術
の
課
題
を
克
服
し
た
こ
と
、
今
後
の
展

望
な
ど
、
日
本
の
稲
作
に
も
通
じ
る
技
術

改
革
や
研
究
意
図
の
よ
く
わ
か
る
講
演
だ

っ
た
。
質
疑
の
時
間
が
足
り
な
く
感
じ
る

よ
う
な
展
開
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
土
を
考
え
る
会
の
総

会
が
行
な
わ
れ
、
２
日
間
に
わ
た
る
全
日

程
は
幕
を
閉
じ
た
。
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